


２．底泥からの DIN，PO4-P の溶出フラックスに与える河

川の影響 

方法 

河口付近では，陸起源の懸濁物が多く堆積しており， 

これらが分解することで湾内に多くの栄養塩物質が供給

されていると考えられる。そこで河口付近の堆積物から

の栄養塩物質の供給量を把握するための調査を行った。 

調査は前述の河口付近の測点 1 と，湾内の測点 7 の 2

つの測点にて行い，季節毎（H21 年 5 月，8 月，11 月，

H22 年２月）に潜水作業によりアクリルコア（直径 11

㎝）を用いて厚さ 10 ㎝の底泥を不撹乱状態で底層水とと

もに採取した。この底泥コアを室内に持ち帰り，DIN，P

O4-P の溶出フラックスを測定した。培養は現場と同じ水

温に調整した水槽内で，スタラーを取り付けた蓋で上部

を覆い，底泥を巻き上げない程度に攪拌しながら 24 時間

行った。  

直上水のサンプリングは培養開始時と終了時に行い，

溶存酸素濃度を DO メーター（YSI-model58）にて測定し

た後，プラスチック製シリンジにて抜き取り，GF/F フィ

ルター（Whatman 製，PURA DISK，目合 0.7μm）で濾過

してから-30℃で凍結保存した。DIN，PO4-P 濃度は自動

栄養塩分析装置（BRAN＋LUEBE 製，TRAACS2000）に

て測定し，DIN，PO4-P の溶出フラックス（1 日あたりの

平均値）を求めた。 

また，各測点の底質の状況を調べるため，調査毎に，

培養とは別に採取した底泥コアの表層部分（0～2 ㎝）を

現場で採取して室内に持ち帰り，前述と同様に処理して

COD と TOC，TN，および好気懸濁法による酸素消費速

度の測定を行なった。酸素消費速度はクーロメーター（大

倉電機㈱，OM3100）にて測定した。 

 

結果及び考察 

各測点の底質を分析した結果，TOC は測点 1 で 32.0～ 

51.0（㎎/g-乾泥），測点 7 で 21.1～33.2（mg/g-乾泥），

TN は測点 1 で 2.8～4.1（mg/g-乾泥），測点 7 で 2.6～ 

4.1（mg/g-乾泥）の範囲で推移していた。5，8，11 月は

測点 1 の方が測点 7 より高かったが，2 月は 2 測点で差

があまり認められなかった。泥の COD は，測点 1 で 

50.5～75.3（mg/g-乾泥），測点 7 で 36.4～41.4（mg/g-乾

泥）の範囲で推移し，いずれの月も測点 1 の方が測点 7

より 1.2～2.0 倍高かった。また酸素消費速度は測点 1 で

1.7～5.2（g/g-乾泥/日），測点 7 で 4.6～10.1（g/g-乾泥/

日）の範囲で推移しており，COD と同様に，いずれの月

も測点 1 の方が測点７より 1.6～3.5 倍高かった。 

各測定項目における相関関係は，泥の酸素消費に関し

ては，前述と同様，COD と TOC に高い正の相関関係（ 

r２＝0.83，p＜0.01）が認められた。しかし，酸素消費速

度と TOC の関係には，高い相関関係は認められなかった

（r２＝0.30,p＞0.05）。これは，クーロメータで測定した

酸素消費速度には有機物の種類や量だけでなく，底泥に

含まれるバクテリアの活性状況が大きく関与している影

響と推測された。 

DIN，PO４-P の溶出フラックスの測定結果を図 4 に示 

す。DIN，PO４-P の溶出は，溶存酸素の有無により大き

く変化することで知られている。本調査において，培養

前後に測定した直上水の溶存酸素量は，0.8～8.6 mg/L の

範囲にあり，培養は好気的な条件下で行われたと考えら

れた。 

DIN の溶出速度は，測点１で 1.8～9.3（mmol/㎡/日），

測点 7 で-0.4～1.6（mmol/㎡/日）となり，各月で測点 1

の方が測点 7 より 2.1～8.4（mmol/㎡/日）多く溶出して

いた。PO４-P の溶出速度は，測点 1 で-0.01～0.42（mmo

l/㎡/日），測点 7 で-0.01～0.07（mmol/㎡/日）となり，2

月を除く各月で測点 1 の方が測点 7 と較べて 0～0.4（m

mol/㎡/日）多く溶出していたものの，DIN と比較すると，

その差は小さかった。また DIN，PO４-P の各溶出フラッ

クスと底質の TOC，TN，COD，酸素消費速度との相関

関係は，DIN と COD にのみ高い相関関係（r２＝0.72,p＜

0.01）が認められたものの，他の項目については、高い

相関関係は認められなかった。 

これらの結果から，陸域起源の炭素，窒素を多く含む

有機物は春季～秋季にかけて河川を通じて流入し，河口

域付近で堆積した後，すみやかに分解されており，多く

の栄養塩物質が河口域から湾内に供給されていると考え

られた。今後は，河川から流入する陸域起源物質の影響

を考慮して，地域結集型共同研究事業で得られた物質循

環モデルを改良し，英虞湾における貧酸素水塊の発生を

抑制、かつ持続的な真珠養殖を行なうための、適切な流

入負荷量や真珠養殖量を算出し，総合的な流域管理手法

を提案していく。 
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図 4 各測点の DIN，PO4-P の溶出状況 


